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呉
派
初
期
の
別
業
図　
　

沈
周
「
東
荘
図
」
册
を
中
心
に

宮　

崎　

法　

子

は
じ
め
に

近
世
中
国
の
知
識
人
は
、
科
挙
に
及
第
し
政
治
を
担
う
こ
と
を
志
し
た
が
、
そ
の

一
方
、
胸
中
に
は
隠
逸
へ
の
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
そ

の
よ
う
な
思
い
を
抱
く
こ
と
が
、
知
識
人

=

文
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
境
地
と
み
な

さ
れ
て
い
た
。
宋
代
以
降
、
飛
躍
的
に
発
展
し
た
山
水
画
も
、
基
本
的
に
は
隠
逸
の

理
想
郷
の
表
象
で
あ
っ
た
し
、
文
人
た
ち
が
自
ら
絵
筆
を
と
っ
て
描
い
た
文
人
山
水

画
に
は
、
山
中
に
隠
棲
し
、
閑
居
す
る
自
身
の
姿
が
描
か
れ
た
。
そ
の
嚆
矢
は
、
文

人
画
の
祖
と
さ
れ
る
唐
の
王
維
の
「
輞
川
山
荘
図
」
巻
（
現
存
す
る
も
の
は
後
世
の

模
本
や
石
刻
の
拓
本
）
で
あ
り
、
同
じ
く
唐
の
盧
鴻
の
「
草
堂
十
志
図
」
巻
や
、
北

宋
の
李
公
麟
の
「
龍
眠
山
荘
図
」
巻
の
模
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
文
人
山
水
画
が
大
き
く
発
展
し
た
元
代
以
降
、
そ
れ
は
文
人
画
の
主
要

な
画
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
元
代
の
江
南
で
は
、
多
く
の
知
識
人
が
仕
官
の
道
を

閉
ざ
さ
れ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
隠
棲
は
憧
憬
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
余
儀
な

く
さ
れ
た
現
実
で
あ
っ
た
。
釣
り
人
や
漁
師
に
隠
逸
の
思
想
を
仮
託
し
た
漁
隠
図１

や
、
自
身
や
友
人
の
隠
居
の
姿
を
描
く
「
山
居
図
」
や
「
書
斎
図
」
が
、
元
代
文
人

画
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
必
然
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
元
の
江
南
文
人
画
は
、
元
末
の
戦
乱
と
明
初
の
苛
烈
な
政
策
を
経

て
、
明
代
半
ば
に
至
っ
て
や
っ
と
経
済
的
復
興
を
遂
げ
た
蘇
州
に
お
い
て
、
継
承
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
十
六
世
紀
の
蘇
州
画
壇
で
は
、
閑
静
な
草
堂
で
客
を
も
て
な
す

様
子
を
、
主
に
短
い
画
巻
形
式
に
描
く
「
別
号
図
」
が
盛
行
し
た
。
そ
れ
は
明
代
の

蘇
州
画
壇
を
特
徴
づ
け
る
画
題
と
な
り
、
呉
派
文
人
画
の
盛
衰
と
同
期
す
る
よ
う
に

消
長
し
た２
。

別
号
と
は
、
文
人
が
用
い
た
別
称
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の
人
の
書
斎
の
名

称
や
、
別
荘
（
当
時
、
別
業
、
別
墅
と
呼
ば
れ
た
）
や
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
庵
や
草

堂
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た
。
別
荘
は
、
引
退
し
た
官
僚
や
、
地
主
や
富
裕
な
商
人
な

ど
が
、
文
人
的
な
境
地
や
、
高
雅
な
趣
味
を
表
わ
す
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
描
い
た
別

号
図
は
、
何
よ
り
も
よ
く
そ
の
人
と
な
り
を
表
し
た
、
人
格
と
精
神
を
表
す
「
肖
像

画
」
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
明
代
の
蘇
州
に
お
け
る
隠
棲
の
場
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
山
中
の
草
堂

で
は
な
く
、
蘇
州
を
は
じ
め
と
す
る
江
南
都
市
の
城
内
や
近
郊
に
美
し
く
整
備
さ
れ

た
別
荘
（
別
業
、
別
墅
）
や
園
林
で
あ
っ
た
。
園
林
は
、
明
代
蘇
州
文
化
の
精
華
で

あ
り
、
多
く
の
文
人
や
富
裕
層
が
そ
こ
に
情
熱
と
財
力
を
傾
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
日
も
、
蘇
州
に
は
数
多
く
の
庭
園
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
後
の
改
修
や
興
廃
を

経
て
、
当
初
の
面
影
は
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
明
代
蘇
州
の
繁
栄
と
富
が
傾
注
さ

れ
た
、
当
時
の
人
々
の
熱
狂
と
夢
の
名
残
と
い
え
る
。
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さ
て
、
明
代
中
期
の
蘇
州
で
盛
行
し
た
一
般
的
な
「
別
号
図
」
は
、
広
大
な
別
業

や
園
林
の
景
観
を
具
さ
に
描
写
す
る
も
の
で
は
な
く
、
簡
素
な
草
堂
で
童
僕
に
茶
を

用
意
さ
せ
客
人
を
迎
え
、
古
銅
器
や
書
画
を
鑑
賞
す
る
な
ど
の
、
別
業
で
の
主
人
の

高
雅
な
様
子
を
描
い
た
図
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
園
林
は
、
草
堂
周
辺
の
奇
石
や
竹

林
、
梅
林
な
ど
、
一
部
が
示
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
、
別
号
図
の
流

行
と
広
が
り
の
結
果
、
唐
寅
「
桐
山
図
」
巻
（
北
京
故
宮
）
の
よ
う
に
、
崖
と
そ
こ

に
生
え
る
桐
の
木
の
み
を
描
い
て
「
桐
山
」
と
い
う
号
の
絵
解
き
を
示
す
な
ど
、
書

斎
や
別
業
と
は
無
関
係
の
も
の
も
存
在
し
た
が
、
十
六
世
紀
蘇
州
の
別
号
図
の
典
型

は
、
別
業
の
草
堂
で
の
閑
居
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
別
号
図
巻
の
盛
行
に
先
行
し
、
広
大
な
別
荘
の
情
景
を
、
景
観
ご
と

に
題
を
付
し
、
よ
り
具
体
的
に
伝
え
る
画
册
形
式
の
「
別
墅
図
」
や
「
別
業
図
」

も
、
十
五
世
紀
半
ば
の
蘇
州
で
描
か
れ
て
い
た
。

そ
の
代
表
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
沈
周
の
「
東
荘
図
」
册
二
十
一
幅
（
南
京
博

物
院
）（
図
１
、
８
、
９
、
10
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
沈
周
の
画
の
師
杜
瓊
が
描
い
た

「
南
村
別
墅
図
」
册
十
幅
（
上
海
博
物
館
）
で
あ
っ
た
（
図
２
）。
そ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
、
親
し
い
人
物
の
た
め
に
、
画
家
も
よ
く
見
知
っ
て
い
る
別
業
の
景
を
描
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
後
の
文
徴
明
に
も
同
様
の
画
册
形
式
の
「
拙
政
園
図
」
册
（
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
が
あ
る
が
（
図
３
）、
そ
れ
は
引
退
し
た
官
僚
王
献
臣
か
ら

の
依
頼
に
よ
る
作
品
で
あ
り
、
杜
瓊
や
沈
周
の
画
册
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
真
実
味
が

乏
し
く
、
親
し
い
友
人
に
贈
っ
た
他
の
文
徴
明
画
と
も
画
風
に
開
き
が
あ
る
。
作
品

の
真
偽
に
つ
い
て
今
は
問
わ
な
い
と
し
て
、
そ
の
画
風
の
差
は
、
画
家
に
と
っ
て
の

制
作
動
機
の
違
い
や
、
別
業
の
主
人
と
画
家
と
の
関
係
性
の
違
い
な
ど
に
も
由
来
す

る
と
感
じ
ら
れ
る３
。

一
方
、
杜
瓊
と
沈
周
の
作
品
は
、
呉
派
初
期
の
画
册
形
式
の
別
業
図
と
し
て
重
要

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
作
者
と
非
常
に
親
し
い
人
物
の
た
め
に
自
発
的
に
描
か
れ
、
画

家
の
代
表
作
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
東
荘
図
」
册
は
、
沈
周
の
画
風
展
開

上
、
大
き
な
画
期
と
な
る
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
杜
瓊
「
南
村
別
墅
図
」
册
と
沈
周
「
東
荘
図
」
册
の
概
要
と
制
作
背

景
を
示
し
、
さ
ら
に
「
東
荘
図
」
册
の
制
作
期
に
関
し
て
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、

今
後
稿
を
改
め
て
「
東
荘
図
」
を
中
心
に
沈
周
の
初
期
か
ら
中
期
の
画
風
の
展
開
に

つ
い
て
論
じ
、
呉
派
の
別
業
図
に
お
け
る
本
作
品
の
位
置
づ
け
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

一　

杜
瓊
「
南
村
別
墅
図
」
册

「
南
村
別
墅
図
」
は
、
元
末
明
初
の
文
人
陶
宗
儀
の
別
墅
「
南
村
」
の
十
の
景
を

描
く
。
杜
瓊
は
少
年
期
に
陶
宗
儀
の
も
と
で
学
ん
だ
。
杜
瓊
の
自
跋
に
よ
れ
ば
、
陶

宗
儀
の
急
逝
後
、
数
年
し
て
、
偶
然
、
南
村
の
十
景
を
詠
ん
だ
陶
宗
儀
の
詩
を
見
つ

け
た
。
そ
れ
を
見
て
思
い
出
が
こ
み
上
げ
、
詩
に
沿
っ
て
記
憶
し
て
い
る
景
を
十
幅

の
画
に
し
た
。
あ
る
日
、
陶
宗
儀
の
子
で
、
友
人
で
も
あ
っ
た
陶
紀
南
が
杜
瓊
を
訪

ね
て
き
た
の
で
、
そ
の
絵
を
取
り
出
し
て
示
し
、
と
も
に
往
事
を
懐
か
し
ん
だ
。
紀

南
の
求
め
に
応
じ
て
陶
宗
儀
の
題
詠
十
詩
を
画
の
後
ろ
に
書
し
た
上
で
自
跋
を
記
し

贈
っ
た
。
時
に
正
統
八
年
（
一
四
四
三
）、
杜
瓊
は
四
十
七
歳
で
あ
っ
た４
。

作
品
は
、
穏
や
か
な
筆
法
で
、
各
景
を
異
な
る
構
図
、
視
点
に
よ
っ
て
捉
え
て
い

る
。「
朱
青
軒
図
」（
図
２

－

３
）
や
「
闓
楊
楼
図
」（
図
２

－

４
）、「
漁
隠
図
」（
図

２

－

９
）
の
よ
う
に
遠
く
広
や
か
な
眺
望
を
描
く
も
の
や
、「
竹
生
居
」（
図
２

－

１
）

や
「
蓼
華
庵
」（
図
２

－

７
）
の
よ
う
に
、
庵
を
中
心
に
そ
の
周
辺
の
景
を
捉
え
た

も
の
な
ど
、
変
化
に
富
む
。
後
者
の
図
様
は
、
二
十
年
以
上
後
に
描
か
れ
た
「
友
松

図
」
巻
（
北
京
故
宮
）（
図
４
）
の
構
図
に
近
く
、
後
の
定
型
化
し
た
別
号
図
巻
の

図
様
に
も
通
じ
て
い
る５
。
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こ
の
よ
う
な
草
堂
を
中
心
と
し
て
隠
棲
の
場
を
描
く
画
巻
の
図
様
は
、
す
で
に
元

の
文
人
画
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
杜
瓊
も
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
同
様
に
、
画
册
形
式
の
別
業
図
の
先
例
と
し
て
、
明
初
の
徐
賁
が
師
の
林
如
海

の
た
め
に
描
い
た
「
獅
子
林
図
」
册
（
全
十
二
景
）（
台
北
故
宮
）（
図
６
）
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
徐
賁
は
蘇
州
の
人
で
あ
り
、
獅
子
林
は
、
元
代
に
蘇
州
東
城
に

開
か
れ
た
禅
寺
の
庭
で
、
奇
石
で
知
ら
れ
、
現
在
も
名
高
い
名
園
で
あ
る
。
同
郷
の

杜
瓊
が
徐
賁
の
作
品
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

「
南
村
別
墅
図
」
に
は
、
元
風
の
篆
書
の
題
が
画
中
に
記
さ
れ
て
お
り
、
図
様
的
に

も
「
獅
子
林
図
」
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
「
獅
子
林
図
」
册

は
、
呉
派
の
園
林
図
の
成
立
に
係
わ
る
重
要
な
作
品
と
し
て
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
杜
瓊
の
作
品
に
は
、
や
は
り
、
元
風
の
書
斎
図
巻
、
例

え
ば
王
蒙
「
恵
麓
小
隠
図
」
巻
（
図
５
）
や
こ
の
徐
賁
の
「
獅
子
林
図
」
と
は
、
異

な
る
新
し
さ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
が
景
物
に
近
接
し
た
視
点
か
ら
描
か
れ

る
の
に
対
し
て
、「
友
松
図
」
巻
（
図
４
）
や
「
南
村
別
墅
図
」
册
（
図
２
）
は
よ
り

距
離
を
と
り
余
白
が
広
く
、
景
物
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
淡
く
美
し
い
彩

色
に
よ
っ
て
、
明
る
く
親
し
み
や
す
く
、
穏
や
か
な
印
象
を
与
え
る
。
そ
れ
は
、
後

の
呉
派
山
水
画
に
通
じ
る
特
徴
で
、
杜
瓊
画
は
、
そ
の
先
駆
的
な
作
例
と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
南
村
別
墅
図
」
册
の
自
跋
か
ら
、
作
画
の
時
期
を
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

今
日
伝
わ
る
他
の
杜
瓊
画
は
ほ
と
ん
ど
、
五
十
歳
以
降
の
作
品
だ
が
、
四
十
七
歳
以

前
の
こ
の
作
品
が
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
、
遜
色
の
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
文

人
画
の
場
合
、
二
十
代
、
三
十
代
の
作
が
伝
わ
る
こ
と
は
希
で
あ
り
、
杜
瓊
の
画
技

が
早
年
か
ら
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
か
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
杜
瓊
の
画
力

は
晩
年
で
さ
え
、
あ
ま
り
高
い
評
価
を
得
て
い
な
い６
。
制
作
年
を
限
定
す
る
に
は
、

杜
瓊
画
全
体
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
論
の
論
点

で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、
四
十
七
歳
の
自
跋
執
筆
時
か
ら
、
そ
れ

ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
の
作
と
い
う
推
論
を
示
す
に
止
め
た
い
。

さ
て
、
こ
の
画
册
に
は
、
蘇
州
の
文
人
で
杜
瓊
の
友
人
、
沈
周
と
も
親
し
か
っ
た

周
鼎
の
篆
書
の
題
が
あ
る
。
ま
た
、
成
化
辛
丑
（
一
四
八
一
）
年
の
呉
寛
の
跋
も

あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
紀
南
が
こ
れ
を
呉
寛
の
も
と
へ
持
参
し
跋
を
求
め
た
こ

と
が
分
か
る
（
呉
寛
の
文
集
に
は
未
録
）。
そ
の
頃
、
呉
寛
は
北
京
に
い
た
の
で
、

紀
南
が
北
京
へ
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
情
は
目
下
不
詳
で
あ
る
。
さ
ら
に
董
其

昌
の
跋
が
あ
り
「
沈
周
の
父
恒
吉
は
杜
瓊
に
画
を
学
び
、
沈
周
の
画
は
恒
吉
よ
り
伝

わ
っ
た
。
杜
瓊
は
陶
宗
儀
に
接
し
て
い
た
。
こ
れ
が
、
呉
門
画
派
の
源
流
で
あ

る
。」７

と
、
呉
門
画
派
の
系
譜
に
お
け
る
こ
の
作
品
の
重
要
性
を
語
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
現
存
の
題
跋
か
ら
、
こ
の
作
品
は
、
杜
瓊
か
ら
紀
南
へ

一
四
四
三
年
に
贈
ら
れ
て
か
ら
、
少
な
く
と
も
呉
寛
の
跋
の
頃
（
一
四
八
一
年
）
ま

で
、
ず
っ
と
紀
南
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
紀
南
は
杜
瓊
の
友
人
で

あ
り
、
杜
瓊
も
、
題
を
書
い
た
周
鼎
も
、
跋
を
書
い
た
呉
寛
も
、
み
な
沈
周
と
直
接

交
流
が
あ
る
。
杜
瓊
を
画
の
師
と
仰
ぐ
沈
周
が
、
こ
の
作
品
を
直
接
目
に
し
て
い
た

可
能
性
は
高
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
東
荘
図
」
册
に
は
、
こ
の
作
品
か
ら
の

影
響
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

ち
な
み
に
、
陶
宗
儀
の
南
村
を
描
い
た
の
は
、
杜
瓊
だ
け
で
な
か
っ
た
。
陶
宗
儀

の
生
存
中
、
陶
宗
儀
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
王
蒙
も
「
南
村
真
逸
図
」
や
「
南
村
草
堂

図
」（
い
ず
れ
も
失
伝
）（『
汪
氏
珊
瑚
網
』
巻
35
、『
清
河
書
画
舫
』
巻
11
、『
書
画

題
跋
記
』
巻
９
等
に
著
録
）
を
描
い
て
い
た
。
王
蒙
は
、
沈
周
の
祖
父
沈
澄
と
も
親

し
か
っ
た
。
こ
の
作
品
は
、
こ
の
よ
う
に
、
元
以
来
続
い
て
き
た
江
南
文
人
た
ち
の

絵
画
を
介
し
た
交
流
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
賞
玩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

陶
宗
儀
の
南
村
は
、『
松
江
府
志
』
に
は
「
南
村
草
堂
、
泗
涇
の
北
に
在
り
。
陶

宗
儀
の
耕
読
の
所
」
と
い
う
の
み
で
具
体
的
な
記
述
は
な
い８
。
杜
瓊
の
「
南
村
別
墅
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図
」
は
、
こ
の
文
字
資
料
を
は
る
か
に
凌
駕
し
、
そ
の
規
模
や
景
観
を
伝
え
て
い

る
。
南
村
別
墅
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
草
堂
と
は
名
ば
か
り
で
、
少
な
く
と
も
四
つ
の
建

物
と
一
つ
の
東
屋
の
あ
る
、
相
当
な
規
模
を
も
つ
別
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

唐
の
王
維
の
「
輞
川
山
荘
図
」
も
、
現
存
の
石
刻
や
模
本
か
ら
見
て
、
驚
く
ほ
ど
大

規
模
な
別
業
で
あ
っ
た
。
中
国
文
人
の
「
草
堂
」
は
、
今
日
の
私
た
ち
の
想
像
を
越

え
る
ス
ケ
ー
ル
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

各
幅
が
異
な
る
発
想
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
変
化
に
富
む
こ
の
作
品
は
、
画
册
と
い

う
形
式
が
よ
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
画
册
形
式
に
園
林
や
別
業
な
ど

の
実
景
を
一
景
ず
つ
描
く
こ
と
は
、
徐
賁
の
「
獅
子
林
図
」
册
に
す
で
に
見
ら
れ

た
。
さ
ら
に
そ
れ
に
先
行
し
て
、
南
宋
の
宮
廷
画
家
や
民
間
の
画
家
が
描
い
た
「
瀟

湘
八
景
」
や
「
西
湖
十
景
」
な
ど
の
、
定
型
化
し
た
「
八
景
図
」
や
「
十
景
図
」
が

描
か
れ
て
い
た
が
、
徐
賁
画
や
杜
瓊
画
は
、
身
近
に
知
っ
て
い
る
園
林
や
別
業
を
描

き
、
文
人
の
実
景
図
と
し
た
こ
と
が
新
し
い
展
開
で
あ
る
。
ま
た
、
杜
瓊
の
「
南
村

別
墅
図
」
で
は
、
最
終
幅
を
雪
景
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ

は
、
陶
宗
儀
の
十
景
詩
に
即
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
瀟
湘
八
景
」
や
「
西
湖
十

景
」、
ま
た
「
獅
子
林
図
」
に
も
雪
景
が
含
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

ら
は
、
最
後
に
置
か
れ
て
い
な
い
。
杜
瓊
の
「
南
村
別
墅
図
」
は
、
結
果
と
し
て
、

後
に
山
水
画
册
の
最
終
幅
に
雪
景
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る

作
例
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る９
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
画
册
の
形
式
は
、
別
業
ば
か
り
で
な
く
、
画
家
が
訪
れ
た
名

蹟
を
描
く
実
景
図
や
、
よ
り
長
い
旅
の
様
々
な
場
面
を
記
録
す
る
紀
遊
図
な
ど
に
ふ

さ
わ
し
い
形
式
で
あ
る
。「
紀
遊
図
」
の
先
例
と
し
て
は
、
す
で
に
明
初
の
王
履
の

「
華
山
図
」
册
（
上
海
博
物
館
）
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
遠
方
の
奇
観
の
記
録
で
あ

り
、
杜
瓊
の
「
南
村
別
墅
図
」
は
身
近
な
景
を
画
册
に
描
い
て
い
る
点
で
、
後
の
呉

派
の
画
册
形
式
の
実
景
図
や
紀
遊
図
の
先
駆
け
的
な
作
品
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
、
画
册
形
式
は
、
幅
ご
と
に
一
画
家
の
法
で
描
く
倣
古
図
の
、
特
に
習

画
期
の
連
作
に
非
常
に
好
都
合
で
も
あ
っ
た
。
次
に
述
べ
る
沈
周
も
、
初
学
期
の
作

品
に
倣
古
山
水
册
が
多
く
見
ら
れ
る
。

二　
「
東
荘
図
」
册　

二
―
一　

現
状

さ
て
、
杜
瓊
の
「
南
村
別
墅
図
」
か
ら
数
十
年
後
、
沈
周
も
画
册
形
式
の
別
業

図
、「
東
荘
図
」
を
描
い
た
。
そ
れ
は
、
友
人
呉
寛
（
一
四
三
五
―
一
五
〇
四
）
の

父
、
呉
融
が
蘇
州
の
東
城
荊
門
内
の
旧
宅
の
跡
に
営
ん
だ
別
業
を
描
い
た
作
品
で
あ

る
。「

東
荘
図
」
は
、
天
地
二
三
・
八
㎝
、
横
六
六
㎝
の
見
開
き
一
紙
の
左
半
分
に
図

が
あ
り
、
右
半
分
に
そ
の
景
の
名
称
を
篆
書
で
大
書
す
る
。
中
央
の
折
れ
線
か
ら
、

左
の
絵
の
彩
色
が
右
へ
は
み
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
何
カ
所
か
認
め
ら
れ
る
（
図
１

－

ｃ
、
１

－

ｄ
の
各
右
端
の
部
分
）。
一
紙
の
左
右
に
画
と
書
を
配
す
る
こ
と
を
当
初

か
ら
企
画
し
た
大
作
で
あ
る
。
標
題
の
筆
者
は
、
第
一
幅
の
「
東
城
」
に
「
貞
伯
」

白
文
印
が
、
最
終
幅
の
「
知
楽
亭
」
に
「
李
甡
私
印
」
白
文
方
印
、「
應
禎
」
朱
文

印
が
あ
り
（
図
７

－

ａ
・
ｂ
）、
同
時
代
の
蘇
州
の
文
人
李
応
禎
と
分
か
る
。
沈
周
の

落
款
や
印
章
は
現
作
品
上
に
は
残
っ
て
い
な
い
。

清
の
王
文
治
の
書
し
た
引
首
「
石
田
先
生
東
荘
図
」
が
あ
り
、
後
跋
と
し
て
、
董

其
昌
の
丁
巳
（
一
六
一
七
）
と
辛
酉
（
一
六
二
一
）
の
二
跋
二
開
と
、
清
人
の
諸
跋

が
続
く
。

董
其
昌
の
第
一
跋
に
は
、
沈
周
が
呉
寛
の
た
め
に
描
い
た
も
の
で
、
李
応
禎
の
篆

書
と
双
璧
を
な
す
こ
と
。
王
百
谷
（
伝
未
詳
）
か
ら
、
湖
州
長
興
の
姚
一
元10
の
所
蔵

と
聞
い
て
依
頼
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
見
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
京
口
（
鎮
江
）
の
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張
修
羽
に
帰
し
て
、
や
っ
と
見
る
こ
と
が
出
来
た
と
述
べ
る
。
第
二
跋
に
は
、
文
嘉

の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
姚
一
元
の
手
を
離
れ
て
か
ら
、
張
修
羽
が
や
っ
と
入

手
し
た
時
に
は
、
も
と
二
十
四
幅
あ
っ
た
も
の
が
二
十
一
幅
に
な
っ
て
し
ま
い
、
沈

周
の
長
文
の
跋
も
失
わ
れ
た
と
記
し
、「
こ
の
作
品
の
世
界
に
遊
べ
ば
、
百
城
治
め

る
こ
と
な
ど
何
ら
羨
む
こ
と
で
な
い
」
と
絶
賛
す
る11
。
こ
の
跋
文
が
、
落
款
も
印
も

な
い
本
作
品
を
、
沈
周
画
に
疑
い
な
い
も
の
と
担
保
し
て
来
た
。
ち
な
み
に
、
第
一

跋
の
書
か
れ
た
一
六
一
七
年
の
前
年
に
、
董
其
昌
の
屋
敷
が
焼
き
討
に
あ
う
所
謂

「
民
抄
董
宦
事
件
」
が
起
き
、
数
カ
月
間
故
郷
に
戻
れ
な
か
っ
た
董
其
昌
は
、
友
人

の
も
と
を
転
転
と
し
て
い
た
。
そ
の
頃
の
跋
で
あ
る
。

二
―
二　
「
東
荘
図
」
册
の
伝
来

董
跋
か
ら
は
、
文
徴
明
の
次
子
文
嘉
（
一
五
〇
三
―
八
三
）
の
旧
蔵
品
で
、
の
ち

湖
州
の
姚
一
元
（
一
五
〇
九
―
七
八
）
か
ら
京
口
（
江
蘇
・
鎮
江
）
の
張
修
羽
の
所

蔵
に
帰
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
は
、
画
册
上
に
残
る
鑑
蔵
印
（「
張
則
之
」

朱
文
方
印
な
ど
）
か
ら
、
同
じ
く
鎮
江
の
収
蔵
家
張
孝
思
（
字
則
之
、
張
修
羽
の
一

族
か
）
の
所
有
に
帰
し
、
そ
の
後
、
清
の
呉
栄
光
（
一
七
七
三
―
一
八
四
三
、
嘉
慶

一
七
九
九
の
進
士
）
の
所
蔵
（「
呉
氏
伯
栄
」
朱
文
方
印
な
ど
）
を
経
た
こ
と
が
分

か
る
。
清
末
に
は
龐
元
済
（
一
八
六
四
―
一
九
四
七
）
の
所
蔵
と
な
り
『
虚
斎
名
画

録
』（
巻
11
）
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
明
代
の
著
録
は
な
い
が
、
隆
慶
『
長
洲
県
志
』（
巻
12
）

（
隆
慶
五
年
﹇
一
五
七
一
﹈
刻
本
『
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊
続
集
』
所
収
）
の

「
東
荘
」
の
條
で
は
「
凡
そ
二
十
二
景
有
り
」
と
い
い
、
割
り
注
に
「
李
学
士
東
陽

記
、
沈
山
人
周
図
」
と
記
し
て
い
る
。
呉
寛
自
身
が
編
纂
に
係
わ
っ
た
正
徳
元
年

（
一
五
〇
六
）
の
『
姑
蘇
志
』「
東
荘
」
の
條
に
は
「
十
景
」
と
増
築
さ
れ
た
二
亭
の

名
を
挙
げ
る
の
み
で
、
割
り
注
に
李
東
陽
「
東
荘
記
」
や
沈
周
等
の
詩
を
採
録
し
て

い
た
が
、
沈
周
の
図
画
へ
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
後
の
隆
慶
『
長
洲
県
志
』
の
こ
の

記
述
は
、
二
十
二
景
と
い
う
景
の
数
か
ら
、
現
存
の
「
東
荘
図
」
册
と
の
関
連
を
強

く
示
唆
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
董
其
昌
跋
に
い
う
、
も
と
二
十
四
幅
あ
っ
た

と
い
う
の
は
、
沈
周
の
長
文
の
跋
二
幅
と
画
幅
二
十
二
幅
か
ら
成
る
も
の
で
、
失
な

わ
れ
た
画
幅
は
一
幅
の
み
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
―
三　

呉
融
の
東
荘
を
め
ぐ
る
人
々
―
正
徳
『
姑
蘇
志
』
か
ら

東
荘
は
、
呉
寛
の
父
融
（
字
、
孟
融
）
が
、
呉
家
の
旧
宅
の
跡
に
営
ん
だ
別
業
で

あ
っ
た
。
そ
の
地
は
蘇
州
城
の
東
南
、
現
在
の
蘇
州
大
学
の
辺
り
に
位
置
し
、
絹
織

物
生
産
の
中
心
地
域
で
あ
っ
た
。
呉
寛
の
父
も
絹
織
物
業
を
営
ん
で
財
を
成
し12
、
商

業
の
中
心
で
あ
る
蘇
州
城
内
の
西
部
に
移
居
し
た
が
、
晩
年
に
旧
宅
を
別
業
と
し
て

整
備
し13
、
自
ら
「
東
荘
翁
」
と
号
し
た
。

正
徳
『
姑
蘇
志
』
は
、
弘
治
年
間
に
呉
寛
が
手
が
け
、
そ
の
遺
稿
を
王
鏊
が
引
き

継
い
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
巻
32
の
「
園
池
」11

の
最
後
に
「
東
荘
」
が
載

る
。「
東
莊
は
呉
文
定
公
（
呉
寛
）
の
父
、
孟
融
が
治
め
た
。
な
か
に
十
景
が
あ

る
。
孟
融
の
孫
奕
（
呉
寛
の
弟
呉
宣
の
子
）
が
、
さ
ら
に
看
雲
・
臨
渚
の
二
亭
を
増

建
し
た
」11

と
い
う
。
そ
し
て
、
割
注
の
形
で
、
李
東
陽
「
東
荘
記
」
と
沈
周
ら
の
詩

が
採
録
さ
れ
る
。
記
を
書
い
た
李
東
陽
は
、
湖
南
茶
山
の
人
で
天
順
八
年
（
一
四
六

四
）
に
十
八
歳
で
進
士
に
及
第
し
、
呉
寛
の
官
界
で
の
友
人
と
な
る
。『
姑
蘇
志
』

所
収
の
「
東
荘
記
」
の
年
紀
は
「
成
化
己
未
七
月
」
と
あ
る
が
成
化
年
間
に
己
未
は

な
く11
、
内
容
か
ら
も
「
成
化
乙
未
」（
一
四
七
五
年
）
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

呉
寛
は
成
化
壬
辰
（
一
四
七
二
）
に
、
状
元
及
第
を
果
た
す
。
そ
の
た
め
父
の
融

も
官
位
を
賜
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
東
荘
記
」
は
そ
れ
を
祝
し
て
李
東
陽
が
、
呉

寛
の
依
頼
に
よ
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
李
東
陽
は
当
時
若
く
し
て
す
で
に
官

界
に
あ
っ
た
。
そ
の
行
歴
を
見
る
と
、
東
荘
を
訪
れ
た
と
こ
と
は
な
か
っ
た11
と
考
え
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ら
れ
る
た
め
、「
東
荘
記
」
の
前
半
の
東
荘
の
景
の
描
写
は
呉
寛
か
ら
の
情
報
に
よ

る
は
ず
で
あ
る
。「
東
荘
に
諸
賢
の
詩
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
東
荘
の
名
が
さ
ら
に

高
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
呉
融
の
徳
を
称
え
、
そ
の
封
官
を
祝
す
内
容
と
な
っ
て
い

る
。続

い
て
、
東
荘
の
豊
か
な
生
産
力
を
讃
え
る
劉
大
夏
の
詩
と
、
東
荘
が
城
内
に
あ

り
な
が
ら
隠
逸
の
別
天
地
で
あ
る
こ
と
や
、
呉
融
へ
の
封
官
の
詔
が
昨
日
下
っ
た
こ

と
を
述
べ
る
李
士
実
の
詩
が
採
録
さ
れ
る
。
劉
大
夏
も
李
士
実
も
都
の
高
官
で
李
東

陽
と
親
し
い
人
物
で
あ
っ
た11
。
い
ず
れ
の
詩
も
都
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
東

荘
に
赴
い
て
の
作
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
詩
文
は
、
呉
寛
の
状
元
及
第
と
そ
れ
に
続

く
都
で
の
華
々
し
い
交
友
を
示
し
、
父
で
あ
る
東
荘
主
人
呉
融
の
栄
誉
の
証
で
も
あ

る
。
そ
れ
に
続
く
沈
周
の
詩
は
、
東
荘
の
実
り
で
近
隣
の
飢
餓
を
救
っ
た
呉
融
を
称

え
、
子
の
呉
寛
が
高
官
と
な
っ
て
、
呉
融
が
恩
封
を
賜
り
、
近
々
朝
服
を
着
る
身
分

に
な
っ
た
こ
と
を
祝
す
。
こ
の
詩
は
、「
東
荘
為
呉
匏
庵
尊
翁
賦
」
と
い
う
題
で

『
石
田
先
生
集
』
に
見
え
、
成
化
十
年
（
一
四
七
四
）
に
、
東
荘
に
呉
融
を
訪
れ
て

贈
っ
た
詩
と
さ
れ
る19
。

二
―
四　

呉
寛
の
服
喪
と
帰
郷

だ
が
、
成
化
十
一
年
（
一
四
七
五
）、
李
東
陽
の
「
東
荘
記
」
の
一
カ
月
後
の
一

四
七
五
年
八
月
に
、
呉
融
は
亡
く
な
る
。
呉
寛
は
帰
郷
し
、
三
年
の
喪
に
服
す
。
そ

の
間
、
翌
一
四
七
六
年
八
月
に
は
呉
寛
の
兄
、
宗
も
亡
く
な
っ
た20
。

沈
周
は
、
そ
の
年
の
秋
に
東
荘
を
再
訪
し
、
呉
融
へ
の
挽
詩
を
贈
っ
た21
。
翌
年

（
一
四
七
七
）
に
は
沈
周
の
父
恒
吉
も
亡
く
な
り
、
さ
ら
に
翌
年
（
一
四
七
八
）
の

一
月
三
日
に
沈
周
は
父
を
蘇
州
の
西
に
埋
葬
し
た
。
呉
寛
ら
友
人
が
沈
周
を
途
中
の

大
石
山
ま
で
送
っ
た22
。
一
月
二
十
六
日
に
、
呉
寛
は
沈
周
を
自
宅
に
（
東
荘
で
は
な

く
蘇
州
西
の
城
内
の
邸
宅
で
あ
ろ
う
）
招
き
、
沈
周
は
「
雨
夜
止
宿
図
」（
失
伝
）

を
描
い
た23
。
二
月
に
は
呉
寛
が
相
城
の
沈
周
宅
を
訪
れ
、
虞
山
に
遊
び
、
ま
た
沈
家

所
蔵
の
古
銅
器
や
書
画
な
ど
を
鑑
賞
し
題
詩
を
書
い
た21
。
三
月
十
日
、
呉
寛
は
喪
が

明
け
て
北
京
へ
旅
立
っ
た21
。
こ
の
よ
う
に
呉
寛
の
帰
郷
中
、
沈
周
と
呉
寛
は
時
に
李

応
禎
も
交
え
親
し
く
交
流
し
て
い
る21
。
そ
の
後
、
呉
寛
は
中
央
で
官
職
に
あ
り
、
蘇

州
に
帰
っ
た
の
は
、
継
母
王
氏
の
服
喪
の
た
め
一
四
九
四
年
か
ら
の
三
年
間
の
み
で

あ
っ
た21
。

二
―
五　

東
荘
を
継
ぐ
者

さ
て
、
呉
融
亡
き
後
、
東
荘
の
運
営
管
理
を
引
き
継
い
だ
の
は
呉
寛
の
弟
呉
宣
で

あ
っ
た
。
そ
の
宣
（
号
拙
修
）
も
一
四
八
五
年
に
亡
く
な
り
、
そ
の
子
の
呉
奕
（
呉

寛
の
甥
）
が
、
父
に
代
わ
っ
て
東
荘
の
管
理
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。『
姑
蘇

志
』
所
引
の
呉
寛
の
詩
は
、
甥
の
呉
奕
か
ら
、
呉
寛
の
引
退
後
の
た
め
に
二
亭
を
増

築
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
応
え
た
詩
で
、『
家
蔵
集
』
巻
28
に
「
奕
姪
搆

二
亭
于
東
莊
、
一
在
振
衣
岡
、
名
看
雲
。
一
在
曲
池
旁
、
名
臨
渚
。
以
書
来
報
待
余

帰
休
与
諸
老
同
㳺
。
喜
而
寄
此
」（
甥
の
奕
が
東
荘
に
二
亭
を
構
え
、
一
は
振
衣
岡
に

在
っ
て
看
雲
と
名
づ
け
一
は
曲
池
の
旁
に
在
っ
て
臨
渚
と
名
づ
け
た
こ
と
を
手
紙
で
知
ら

せ
て
来
た
。
私
が
退
休
し
て
友
人
た
ち
と
そ
こ
に
遊
ぶ
の
を
待
つ
と
い
う
。
喜
ん
で
返
事

を
送
っ
た
）
と
題
さ
れ
て
い
る
。『
姑
蘇
志
』
の
最
後
の
詩
は
、
そ
の
呉
寛
の
詩
に

次
韻
し
た
（
同
じ
韻
を
用
い
た
）
沈
周
の
詩
だ
が
、
そ
の
時
呉
寛
は
都
に
お
り
、
直

接
会
っ
て
の
詩
の
や
り
と
り
で
は
な
く
、
呉
奕
の
も
と
に
送
ら
れ
た
呉
寛
の
詩
を
見

て
の
次
韻
詩
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
も
、
沈
周
と
蘇
州
の
呉
家
の
人
々
と
の
親
し
い

交
流
が
伝
わ
る
。

な
お
、
そ
の
後
呉
寛
亡
き
あ
と
の
東
荘
に
つ
い
て
は
、
文
徴
明
が
後
年
、
東
荘
を

訪
れ
た
際
の
詩
二
篇
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
頃
は
ま
だ
呉
家
の
所
有
で
、
呉
奕
が
管

理
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
呉
融
や
呉
寛
在
り
し
日
の
栄
光
は
遠
く
去
っ
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た
、
寂
れ
た
気
配
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
や
が
て
明
末
の
王
世
貞
（
一
五
二
六
―
一
五

九
〇
）
の
頃
に
は
、
呉
家
を
離
れ
荒
廃
し
た
後
、
す
で
に
別
人
の
園
林
へ
と
姿
を
変

え
て
い
た21
。

三　

東
荘
図
册
の
制
作
時
期

三
―
一　

制
作
時
期
を
め
ぐ
っ
て

以
上
が
、
東
荘
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
沈
周
「
東

荘
図
」
册
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

沈
周
に
は
、
現
存
本
と
は
別
の
「
東
荘
図
」
册
が
あ
っ
た
こ
と
が
、『
清
河
書
画

舫
』
な
ど
か
ら
分
か
る29
。
そ
れ
も
文
嘉
の
旧
蔵
で
、
幅
毎
に
一
名
家
に
倣
う
十
三
景30

か
ら
な
る
も
の
で
、
明
末
に
は
王
世
貞
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
沈
周
の
自
題

か
ら
呉
寛
の
父
、
融
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
呉
融
が
東
荘
を
整
備
し

終
え
た
の
は
晩
年
で
あ
っ
た31
。
そ
し
て
、
呉
融
は
、
封
官
さ
れ
た
後
、
す
ぐ
に
亡
く

な
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
十
三
景
册
は
、
呉
融
が
恩
封
さ
れ
沈
周
が
祝
詩
を
贈
っ
た

（
一
四
七
四
年
）（
沈
周
四
十
八
歳
）
頃
か
、
そ
れ
以
前
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
こ
と
が
出
来
よ
う32
。
一
幅
ご
と
に
一
名
家
に
倣
う
と
い
う
形
式
は
、
沈
周
の
初
期

の
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
現
存
の
「
東
荘
図
」
册
は
、
い
つ
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
沈
周
画
の
な

か
で
も
こ
の
作
品
は
群
を
抜
い
て
お
り
、
誰
も
が
沈
周
画
を
代
表
す
る
傑
作
と
認
め

て
い
る
が
、
他
の
作
品
に
は
な
い
個
性
や
特
徴
も
顕
著
で
あ
る
。
沈
周
画
は
、
早
期

の
繊
細
な
小
品
か
ら
、
四
十
代
に
大
胆
な
画
法
で
大
幅
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
た
ゆ
ま
ず
古
画
を
学
ん
で
い
た
三
十
代
か
ら
四
十
代
、
そ
し

て
五
十
代
に
か
け
て
の
画
風
の
変
化
や
、
画
風
の
幅
は
大
き
い
。
ま
た
偽
作
や
贋
作

も
多
い
た
め
、
作
品
の
評
価
も
分
か
れ
、
そ
の
時
期
の
作
品
を
位
置
づ
け
、
様
式
的

な
展
開
を
追
う
こ
と
に
は
困
難
が
と
も
な
う
。
そ
ん
な
な
か
、
こ
の
優
れ
た
作
品
の

制
作
年
を
確
定
す
る
作
業
は
意
義
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
、
こ
の
作
品
は
、
董
其
昌
が
二
絶
と
絶
賛
す
る
よ
う
に
、
紙
幅
の
右
に
李
応

禎
（
一
四
三
一
―
九
三
）
が
篆
書
で
景
の
名
称
を
記
し
た
二
十
幅
以
上
に
わ
た
る
大

作
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
気
軽
な
贈
答
品
で
は
あ
り
え
ず
、
友
人
同
士
で
あ
っ
た
沈
周

と
李
応
禎
が
揃
っ
て
準
備
し
、
特
別
な
機
会
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
李
応
禎
も
官
職
に
あ
り
、
故
郷
蘇
州
に
い
た
時
期
は
限
ら
れ
て

い
た
。

三
―
二　

東
荘
図
册
の
な
か
の
二
つ
の
「
肖
像
」

そ
ん
な
な
か
で
、
こ
の
作
品
の
制
作
年
を
解
く
鍵
は
、「
続
古
堂
」
図
の
正
面
に

掲
げ
ら
れ
た
官
服
を
着
た
肖
像
画
に
あ
る
（
図
８

－

１
・
２
）。
大
き
く
描
か
れ
た
半

身
像
は
、
柔
和
な
顔
つ
き
に
個
性
が
あ
り
、
画
册
中
で
も
こ
の
図
を
最
も
印
象
的
な

も
の
と
し
て
い
る
。
赤
い
官
服
に
身
を
包
ん
だ
人
物
は
、
こ
の
東
荘
の
主
で
あ
り
、

亡
く
な
る
直
前
に
官
位
を
賜
っ
た
呉
融
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
寛
の
先
祖
に
は
他
に
官

僚
に
な
っ
た
者
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
呉
寛
は
、
父
呉
融
の
肖
像
画
を
、
成
化
十
三

年
（
一
四
七
七
）
十
二
月
に
、
東
荘
の
続
古
堂
に
奉
納
し
祝
文
を
奉
っ
て
い
る33
。

そ
し
て
、「
東
荘
図
」
册
に
は
、
も
う
一
図
、
非
常
に
個
性
的
な
人
物
が
描
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、「
拙
修
庵
」
中
の
人
物
で
あ
り
（
図
９

－

１
・
２
）、
長
い
髭
を

蓄
え
る
個
性
的
な
面
貌
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
「
息
耕
軒
」（
図
10

－

１
・
２
）
や
「
知
楽
亭
」（
図
１

－

ｂ
）
中
の
簡
略
な
目
鼻
の
一
般
的
な
点
景
人
物

と
は
全
く
異
な
り
、
大
ぶ
り
で
、
強
い
個
性
と
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

「
拙
修
」
は
、
呉
融
の
没
後
、
東
荘
の
経
営
を
受
け
継
い
だ
呉
寛
の
弟
宣
の
号
で

あ
っ
た
。
宣
は
、
東
荘
中
の
「
西
庵
」
に
「
拙
修
」
と
い
う
扁
額
を
掲
げ
、
自
ら
の

号
と
し
た
の
で
あ
る31
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
拙
修
そ
の
人
、
つ
ま
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り
呉
宣
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
画
册
に
は
、
す
で

に
故
人
と
な
り
続
古
堂
に
肖
像
が
掲
げ
ら
れ
た
「
東
荘
翁
」
呉
融
の
姿
と
、
そ
の
別

業
を
実
際
に
引
き
継
い
だ
呉
宣
（
拙
修
）
の
姿
が
、
文
字
通
り
肖
像
と
し
て
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
後
の
「
別
号
図
」
が
、
別
荘
を
描
く
こ
と
で
主
人
で
あ

る
人
物
像
を
象
徴
す
る
の
と
同
様
の
こ
と
が
、
よ
り
直
截
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
拙
修
庵
中
の
人
物
が
、
そ
の
実
質
的
な
所
有
者
で
あ

る
呉
寛
の
姿
で
あ
る
と
し
て
も
、
結
局
は
同
じ
構
造
を
も
つ
。
弟
の
宣
、
号
拙
修
が

呉
寛
に
代
わ
っ
て
経
営
す
る
こ
と
を
、
弟
の
庵
で
あ
る
拙
修
庵
の
な
か
に
呉
寛
の
姿

を
描
く
こ
と
で
表
し
た
と
も
解
釈
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

目
下
、
こ
の
肖
像
主
を
い
ず
れ
か
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
き
わ
め
て
強

い
印
象
を
与
え
る
人
物
描
写
か
ら
は
、
沈
周
が
、
友
人
の
個
性
的
容
貌
を
捉
え
て
描

写
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
文
人
画
家
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
人
物
表
現

は
稀
で
あ
り
、
沈
周
の
こ
の
作
品
へ
の
強
い
思
い
入
れ
と
と
も
に
、
呉
寛
一
族
へ
寄

せ
る
暖
か
く
親
密
な
心
情
に
よ
っ
て
、
独
自
の
描
写
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ

る
。さ

て
、
東
荘
を
引
き
継
い
だ
呉
宣
で
あ
る
が
、
そ
の
後
ほ
ど
な
く
、
一
四
八
五
年

に
早
世
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
東
荘
は
呉
宣
の
子
で
あ
る
若
い
奕
に
経
営
が
引
き

継
が
れ
た
。
呉
奕
は
そ
の
役
目
を
よ
く
果
た
し
、
さ
ら
に
呉
寛
の
退
休
後
に
備
え
二

亭
を
増
建
し
た31
。
そ
の
時
の
呉
寛
の
詩
と
沈
周
の
次
韻
詩
が
、
先
述
の
よ
う
に
『
姑

蘇
志
』
の
「
東
荘
」
の
最
後
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
東
荘
と
呉
家
に
訪

れ
た
危
機
が
若
い
呉
奕
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
、
さ
ら
に
発
展
し
た
こ
と
の
安
堵

と
喜
び
が
表
わ
れ
て
い
る
。

以
上
が
、
こ
の
作
品
の
制
作
背
景
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
制
作
期
の
上
限
は
、
呉

融
の
肖
像
の
続
古
堂
へ
の
奉
納
の
一
四
七
七
年
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
確
認
で
き
た
。

三
―
三　

篆
書
作
者　

李
応
禎

さ
ら
に
、
篆
書
の
対
題
を
書
い
た
李
応
禎
の
動
向
を
見
る
と
、
こ
の
作
品
の
制
作

時
期
は
さ
ら
に
限
定
さ
れ
る
。
李
応
禎
（
一
四
三
一
―
九
三
）
は
、
景
泰
四
年
（
一

四
五
三
）
に
南
京
の
郷
試
に
合
格
し
挙
人
と
な
り
、
中
書
舎
人
と
な
っ
た
。
成
化
十

四
年
（
一
四
七
八
）
南
京
兵
部
式
選
司
員
外
郎
と
な
る
が
、
す
ぐ
に
継
母
の
服
喪
の

た
め
に
蘇
州
に
帰
り31
、
成
化
十
八
年
（
一
四
八
二
）
春
、
喪
が
明
け
帰
官
し
た
。
沈

周
が
送
別
の
詩
を
詠
ん
で
い
る31
。
李
応
禎
は
服
喪
中
、
呉
寛
や
沈
周
と
と
も
に
虎
丘

に
出
か
け
る
な
ど
親
し
く
交
流
し
た31
。（
ち
な
み
に
、
文
徴
明
の
父
文
林
も
一
四
八

一
年
ま
で
の
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
服
喪
の
為
に
蘇
州
に
帰
っ
て
お
り
、
沈
周
は
、
そ
の

帰
京
に
際
し
て
、「
京
江
送
別
図
」
巻
を
贈
っ
て
い
る
）。

「
東
荘
図
」
册
は
、
そ
の
画
数
の
多
さ
や
、
大
幅
一
紙
の
左
右
に
、
画
と
対
題
が

か
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
画
家
と
書
家
が
遠
く
離
れ
た
地
に
あ
っ
て

別
々
に
書
い
た
可
能
性
は
低
く
、
李
応
禎
の
蘇
州
滞
在
中
に
完
成
し
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
呉
融
の
肖
像
奉
納
（
一
四
七
七
年
末
）
以
降
、
李

応
禎
が
蘇
州
を
離
れ
る
（
一
四
八
二
年
春
）
ま
で
の
数
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
こ
と

に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
呉
寛
の
蘇
州
滞
在
中
に
贈
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
呉
融
の
肖
像
の

奉
納
（
一
四
七
七
年
）
以
後
、
呉
寛
の
帰
京
ま
で
の
一
年
余
り
の
間
に
な
る
。
先
述

の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
に
、
呉
宣
が
東
荘
の
経
営
を
引
き
継
い
だ
こ
と
を
祝
す
意
味

あ
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
呉
寛
を
抜
き
に
沈
周
と
李
応
禎
が
大
作
を
贈
る
こ
と
も
考

え
に
く
い
。
呉
寛
に
と
っ
て
、
東
荘
の
経
営
を
弟
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
帰
京
に

際
し
て
こ
の
上
な
い
安
心
を
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
が
、
沈
周
「
東
荘
図
」
册
の
成
立
背
景
で
あ
る
。
従
来
か
ら
、
本
作
品
は
沈

周
の
中
年
期
の
作
と
み
な
さ
れ
て
は
い
た
が
、
制
作
背
景
を
追
う
な
か
で
、
制
作
時

期
は
よ
り
限
定
さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
作
品
は
、
沈
周
の
初
期
の
細
や
か
な
筆
使

い
か
ら
脱
し
て
、
後
の
作
品
に
通
ず
る
力
強
く
骨
太
な
タ
ッ
チ
が
顕
著
に
表
れ
、
沈
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周
の
画
業
に
お
い
て
も
画
期
的
な
作
品
で
あ
る
。
景
物
も
、
簡
潔
な
フ
ォ
ル
ム
に
収

斂
さ
れ
、
構
図
や
視
点
も
大
胆
で
変
化
に
富
み
、
早
期
の
倣
古
に
基
づ
く
作
品
か
ら

飛
躍
し
、「
沈
周
ら
し
さ
」
が
明
確
に
立
ち
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
世
の
別
号
図

や
一
般
の
文
人
画
に
は
見
ら
れ
な
い
、
そ
の
別
業
の
主
人
の
面
貌
を
具
体
的
に
捉
え

る
よ
う
な
描
写
も
試
み
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
沈
周
が
こ
の
作
品
に
こ
め
た
思
い

が
強
く
伝
わ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
、
こ
の
別
号
図
に
一
般
的
な
別
号
図
と
は
違
う
、

魅
力
を
与
え
て
い
る
。

以
上
の
制
作
年
の
絞
り
込
み
を
ふ
ま
え
沈
周
画
に
お
け
る
本
作
品
の
具
体
的
な
位

置
づ
け
や
、
杜
瓊
画
と
の
関
係
、
さ
ら
に
古
画
と
の
関
係
な
ど
、
ま
だ
、
こ
の
作
品

を
巡
っ
て
は
、
様
々
な
問
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註
　

１ 　

中
国
山
水
画
に
お
け
る
漁
隠
の
寓
意
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
花
鳥
山
水
を
読
み
解
く

―
中
国
絵
画
の
意
味
』（
角
川
学
芸
草
書
、
二
〇
〇
三
年
）
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
た
。

ま
た
本
論
で
扱
う
、
明
の
別
号
図
、
別
業
図
や
園
林
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

も
、
同
書
で
す
で
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

２ 　

明
代
呉
派
に
お
け
る
別
号
図
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
作
例
を
挙
げ
て
総
合
的
に
考
察

し
た
も
の
に
劉
九
庵
「
呉
門
画
家
之
別
号
図
及
鑑
別
挙
例
」（
原
載
『
故
宮
博
物
院
院

刊
』
一
九
九
〇
年
第
三
期
、『
劉
九
庵
書
畫
鑑
定
文
集
』（
文
物
出
版
社　

二
〇
〇
七
年　

載
録
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
画
巻
形
式
の
別
号
図
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、「
南
村
別

墅
図
」
册
や
「
東
荘
図
」
册
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

 　

ま
た
、
ク
ル
ナ
ス
に
は
明
代
の
呉
派
文
人
た
ち
の
活
動
を
社
会
経
済
史
的
な
視
点
か

ら
論
じ
た
一
連
の
著
作
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
本
論
の
テ
ー
マ
に
係
わ
り
が
深
い
も
の

にC
raig C

lunas, Fruitful Sites: G
arden C

ulture in M
ing D

ynasty C
hina, D

urham
: 

D
uke U

niversity Press, 1996. 

が
あ
り
、
中
島
健
二
・
中
野
美
代
子
の
翻
訳
が
あ
る

（『
明
代
中
国
の
庭
園
文
化
：
み
の
り
の
場
所
／
場
所
の
み
の
り
』
青
土
社
、
二
〇
〇
八

年
）。
そ
こ
で
「
南
村
別
墅
図
」「
東
荘
図
册
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
初
期
の
荘
園
の
生

産
力
が
、
文
人
た
ち
の
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

３ 　

文
徴
明
の
「
拙
政
園
図
」
册
は
、
一
五
一
〇
年
頃
退
休
し
蘇
州
に
帰
り
拙
政
園
を
築

い
た
王
献
臣
（
弘
治
六
年
〔
一
四
九
三
〕
の
進
士
）
の
依
頼
で
「
拙
政
園
記
」
と
と
も

に
制
作
し
た
作
品
。
拙
政
園
自
体
の
設
計
に
も
文
徴
明
が
係
わ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
文
徴
明
作
品
と
し
て
は
画
力
が
弱
く
、
文
徴
明
の
画
業
の
な
か
へ
位
置
づ
け
る
に

は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
付
さ
れ
た
内
藤
湖
南
の
跋
に
も
、

画
力
が
弱
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

４ 　
「
南
村
別
墅
図
」
册
跋　

杜
瓊
書
陶
宗
儀＜

南
村
別
墅
十
景
詠＞

「
①
竹
主
居　

秋

窓
能
種
竹
、
習
習
転
涼
陰
、
始
信
身
如
寄
、
雖
移
丘
壑
心
。
②
蕉
園　

暁
来
分
緑
影
、

秋
雨
覚
涼
生
、
寂
坐
机
堪
息
、
時
聞
砧
杵
声
。
③
朱
青
軒　

臺
殿
臨
虚
壑
、
平
林
翠
不

分
、
冥
机
触
幽
趣
、
不
復
在
人
群
。
④
闓
楊
楼　

危
楼
如
倚
柳
、
羽
蓋
托
春
臨
、
不
藉

沈
酣
理
、
寧
伝
玄
賞
心
。
⑤
払
鏡
亭　

池
日
翻
宜
晩
、
春
遊
不
厭
頻
、
傍
湖
峰
影
入
、

抱
席
水
如
茵
。
⑥
羅
姑
洞　

玉
晨
啓
玄
扉
、
霊
篇
噯
飛
仙
、
錬
景
返
洞
官
、
保
真
憶
萬

年
。
⑦
蓼
花
庵　

夾
岸
花
叢
発　

似
多
含
暮
情
、
舟
行
秋
水
映
、
微
帯
夕
陽
清
。
⑧
鶴

臺　

密
葉
蔭
方
壇
、
珍
寄
深
谷
華
、
源
遠
莫
窮
時
、
有
林
幽
人
宿
。
⑨
漁
隠　

蟹
蛤
烟

中
市
、
漁
蓑
早
結
縁
、
鯨
魚
如
可
逐
、
遮
莫
上
青
天
。
⑩
螺
室　

雪
恋
樹
高
処
、
遙
看

玉
萬
重
、
小
斎
聊
自
憩
、
窓
外
映
前
峰
。」（
釈
文
筆
者
）（
便
宜
の
為
、
景
に
数
字
を

付
し
た
。
⑩
の
「
螺
室
」
は
画
中
の
篆
書
題
は
嬴
室
と
す
る
）

　

 　

杜
瓊
自
跋
「
予
少
遊
南
邨
先
生
之
門
、
清
風
雅
致
、
領
略
最
深
、
与
其
子
紀
南
甚
相

友
善
、
不
意
先
生
棄
世
、
忽
焉
数
載
、
偶
従
笥
中
得
南
村
別
墅
十
景
詠
、
吟
誦
之
餘
不

勝
慨
慕
、
聊
図
小
景
以
識
不
忘
、
図
成
即
置
之
故
瓿
中
、
一
日
紀
南
偶
訪
検
出
相
示
、

欣
然
謂
先
君
可
従
此
不
朽
、
伝
之
後
世
、
猶
令
人
知
胸
中
丘
壑
、
強
欲
持
去
、
遂
命
録
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先
生
詩
于
後
、
并
題
数
語
而
帰
之
。
正
統
癸
亥
（
一
四
四
三
）
春
三
月
既
望
京
兆
杜
瓊

識
」

５ 　
「
友
松
図
巻
」
は
、
明
代
中
期
に
盛
行
す
る
定
型
的
な
「
別
号
図
」
巻
の
、
現
存
す

る
最
も
早
期
の
作
例
と
さ
れ
る
。
劉
九
庵
前
掲
（
注
２
）
参
照

６ 　

沈
周
・
杜
瓊
・
劉
珏
が
一
図
一
図
描
い
た
「
報
徳
英
華
図
巻
」（
北
京
故
宮
）
の
杜

瓊
の
跋
（
成
化
己
丑
〔
一
四
六
九
年
〕
杜
瓊
七
十
四
歳
）
に
拠
れ
ば
、
沈
周
の
叔
父
貞

吉
が
杜
瓊
の
図
を
見
て
、「
杜
瓊
の
画
は
固
よ
り
妙
で
あ
る
が
、
な
お
「
皴
皵
与
夫
巒

峰
之
巧
」（
適
切
な
皴
法
に
よ
る
山
石
表
現
の
巧
み
さ
）
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
私
が

君
の
た
め
に
不
足
の
と
こ
ろ
を
補
う
」
と
し
て
補
筆
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
は
、
彼
ら
が
極
め
て
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
杜
瓊
の
晩
年
の
画

風
が
必
ず
し
も
成
熟
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

７ 　
「
南
村
別
墅
図
」
册
の
董
其
昌
跋
「
沈
恒
吉
（
沈
周
の
父
）
学
画
于
杜
東
原
（
杜
瓊
、

号
東
原
）、
石
田
先
生
（
沈
周
、
号
石
田
）
之
画
伝
于
恒
吉
、
東
原
已
接
陶
南
村
（
陶

宗
儀
、
号
南
村
）、
此
呉
門
画
派
之
岷
源
也
」（
年
紀
な
し
）。
岷
は
四
川
の
岷
江
、
長

江
の
源
流
の
一
つ
。

８ 　

正
徳
『
松
江
府
志
』
巻
16
（『
天
一
閣
明
代
方
志
選
刊　

続
』
６
所
収
本
）「
南
村
草

堂
在
泗
涇
北
、
陶
宗
儀
耕
読
所
。」
以
下
の
約
18
文
字
は
こ
の
版
で
は
半
ば
以
上
判
読

不
能
だ
が
そ
の
地
に
つ
い
て
の
具
体
的
記
述
で
は
な
い
。

９ 　

北
宋
の
沈
括
『
夢
渓
筆
談
』
巻
17
所
載
の
「
瀟
湘
八
景
」
は
、「
江
天
暮
雪
」
が
最

後
で
は
な
い
。
ま
た
、
西
湖
十
景
の
現
存
最
初
の
記
事
で
あ
る
、
南
宋
の
祝
穆
『
方
輿

勝
覧
』（
巻
１
）
で
も
、
雪
景
の
「
断
橋
残
雪
」
は
末
尾
に
配
さ
れ
て
い
な
い
。
雪
景

を
一
つ
入
れ
る
こ
と
は
約
束
ご
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
宋
代
で
普
及
し
た
こ
れ

ら
八
景
、
十
景
な
ど
の
名
数
画
に
関
す
る
当
初
の
文
献
資
料
で
は
、
季
節
順
や
雪
景
を

最
後
に
す
る
こ
と
は
、
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
徐
賁
「
獅
子
林
図
」
册
も
雪
景
は

最
終
幅
で
は
な
い
。
一
方
、
陶
宗
儀
の
南
村
十
景
詩
は
、
他
の
景
は
必
ず
し
も
季
節
順

で
は
な
い
が
、
最
後
を
雪
景
と
し
て
い
る
。
最
後
に
雪
景
を
置
く
早
期
の
例
と
し
て
想

起
さ
れ
る
の
は
、
元
の
呉
鎮
の
「
墨
竹
図
譜
」（
台
北
故
宮
）
が
、
雪
竹
を
最
後
に
配

し
て
い
る
こ
と
で
、
呉
鎮
は
、
意
識
的
に
そ
れ
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

10 　

姚
一
元
（
一
五
〇
九
―
七
八
）、
字
維
貞
、
号
画
溪
居
士
、
湖
州
（
浙
江
省
呉
興
）

長
興
の
人
。
嘉
靖
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
の
進
士
。
官
は
順
天
府
尹
に
至
る
。
一
五

七
一
年
に
致
仕
し
帰
田
し
た
。
剛
直
な
性
格
で
知
ら
れ
る
。（
伝
は
『
萬
姓
統
譜
』
巻

29
な
ど
に
拠
る
）。

11 　

董
其
昌
跋
（
１
）「
白
石
翁
、
為
呉
文
定
公
写
東
荘
図
二
十
余
幅
、
李
少
卿
篆
称
為

双
絶
。
余
従
王
百
谷
聞
之
、
向
蔵
長
興
姚
氏
、
数
令
人
與
和
会
不
獲
見
。
今
帰
修
羽
収

蔵
、
遂
得
披
閲
以
快
生
平
積
想
。
観
出
入
宋
元
、
如
意
自
在
、
位
置
既
奇
絶
、
筆
法
復

縦
宕
。
雖
李
龍
眠
山
荘
図
・
鴻
乙
草
堂
図
、
不
多
譲
也
。
修
羽
博
雅
好
古
、
已
収
鴻
乙

草
堂
十
図
、
今
又
得
此
以
副
之
。
嘉
時
勝
日
神
游
其
間
、
何
羨
坐
鎮
百
城
哉
。
賞
玩
不

足
、
聊
題
数
語
、
以
弁
其
首
。
董
其
昌
書
。
丁
巳
三
月
十
有
九
日
識
。（
沈
周
が
、
呉

寛
の
た
め
に
描
い
た
東
荘
図
20
余
幅
。
李
応
禎
の
篆
書
と
と
も
に
双
絶
と
称
さ
れ
る
。

私
は
王
百
谷
か
ら
こ
れ
を
聞
い
て
、
さ
き
の
所
蔵
者
で
あ
る
長
興
の
姚
氏
に
人
づ
て
に

閲
覧
を
た
び
た
び
依
頼
し
た
が
果
せ
な
か
っ
た
。
今
、
張
修
羽
の
収
蔵
に
帰
し
、
遂
に

見
る
こ
と
が
か
な
い
、
積
年
の
想
い
が
果
た
せ
た
。
観
れ
ば
宋
元
の
画
風
を
自
在
に
用

い
、
構
図
は
他
に
例
を
み
な
い
す
ぐ
れ
た
も
の
で
、
筆
法
も
自
在
で
お
お
ら
か
で
あ

る
。
た
と
え
、
李
公
麟
の
「
山
荘
図
」
や
盧
鴻
の
「
草
堂
図
」
と
比
べ
て
も
引
け
を
取

る
も
の
で
は
な
い
。
修
羽
は
博
く
雅
に
通
じ
、
古
え
を
好
み
、
す
で
に
盧
鴻
の
「
草
堂

十
図
」
を
収
蔵
し
て
い
る
。
今
こ
れ
を
得
て
そ
れ
に
加
え
た
。
折
々
に
、
そ
の
間
に
遊

べ
ば
、
百
城
を
治
め
る
こ
と
も
何
ら
羨
や
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
い
く
ら
賞
玩
し
て
も

見
飽
き
な
い
。
数
語
を
題
し
て
、
最
初
の
賞
玩
の
弁
と
す
る
。
董
其
昌　

丁
巳
﹇
一
六

一
七
﹈
三
月
十
九
日
）（
２
）「
白
石
翁
為
呉
文
定
公
写
東
荘
図
、
原
有
二
十
四
幅
。
文

休
承
所
蔵
。
因
官
長
興
失
之
後
、
為
修
羽
千
方
踪
迹
、
得
二
十
一
幅
、
餘
已
化
去
、
即

沈
翁
長
跋
亦
不
可
見
矣
。
辛
酉
八
月
京
口
重
観
記
此
、
以
俟
訪
之
。
董
其
昌
。」（
沈
周

が
呉
寛
の
為
に
描
い
た
東
荘
図
は
、
も
と
二
十
四
幅
あ
り
、
文
嘉
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
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長
興
﹇
の
姚
氏
﹈
が
こ
れ
を
失
っ
た
の
で
後
、
張
修
羽
の
為
に
千
方
手
を
尽
く
し
て
探

し
求
め
、
二
十
一
幅
を
得
た
が
、
そ
の
余
は
す
で
に
消
え
て
し
ま
い
、
沈
周
の
長
文
の

跋
も
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
辛
酉
﹇
一
六
二
一
年
﹈
八
月
、
京
口
﹇
鎮
江
﹈
に
て
再

び
観
て
こ
れ
を
記
し
、
そ
の
訪
れ
ん
こ
と
を
俟
つ
。
董
其
昌
）『
虚
斎
名
画
録
』
巻
11

（『
中
国
書
画
全
書
』
12　

上
海
書
画
出
版
社
）
所
載
。
ま
た
『
中
國
古
代
書
画
図
目
』

７
、
蘇
二
四
―
〇
二
八
―
（
23
）〜（
24
）
の
図
版
を
参
照
し
た
。

12 　

呉
寛
に
よ
る
父
の
墓
誌
「
先
考
封
儒
林
翰
林
院
修
撰
府
君
墓
誌
」『
匏
翁
家
蔵
集
』

巻
61
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
電
子
版
に
拠
り
、
四
部
叢
刊
本
を
適
宜
参
照
し
た
。
以
下

『
家
蔵
集
』
と
表
記
。）
ま
た
呉
寛
の
父
や
家
系
に
つ
い
て
は
坂
元
晶
「
明
代
中
期
蘇
州

商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
考
察
：
呉
寛
の
家
系
の
復
元
を
中
心
に
」（『
待
兼
山
論

叢
、
史
学
篇
』
30
、
55
―
82
頁
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
し
た
。

13 　

李
東
陽
「
東
荘
記
」（
正
徳
『
姑
蘇
志
』
巻
32
﹇『
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊　

続
』

13
所
収
﹈、
並
び
に
『
懐
麓
堂
集
』
巻
30
所
収
）
に
、
蘇
州
西
部
へ
の
移
居
に
つ
い
て

触
れ
る
。
ま
た
前
掲
注
12
「
墓
誌
」（『
家
蔵
集
』
巻
61
）
に
、
旧
宅
東
荘
の
整
備
は
呉

融
晩
年
の
こ
と
と
記
す
。（『
懐
麓
堂
集
』
を
含
め
、
以
下
の
沈
周
を
除
く
明
人
の
文
集

も
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
文
淵
閣
四
庫
全
書
電
子
版
に
拠
る
。）

14 　

園
池
と
い
う
項
目
は
、
正
徳
『
松
江
府
志
』
な
ど
、
他
の
地
方
志
に
は
見
ら
れ
ず
、

草
堂
、
園
亭
な
ど
建
物
を
表
す
項
目
の
み
で
「
園
池
」
つ
ま
り
庭
そ
の
も
の
を
指
す
項

目
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
蘇
州
で
の
園
林
の
盛
行
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

15 　
「
東
荘
、
呉
文
定
公
父
孟
融
所
治
也
。
中
有
十
景
。
孟
融
孫
奕
又
増
建
看
雲
臨
渚
二

亭
。」（
前
掲
載
注
13
『
姑
蘇
志
』
巻
32
）

16 　

李
東
陽
の
文
集
『
懐
麓
堂
集
』
巻
30
所
載
の
「
東
荘
記
」
に
は
年
記
が
な
い
。

17 　

李
東
陽
は
湖
南
茶
山
の
人
。
呉
寛
よ
り
早
く
若
く
し
て
官
界
に
入
っ
た
。
呉
寛
の
状

元
及
第
以
前
に
呉
寛
の
詩
名
は
聞
い
て
い
た
が
、
壬
辰
（
一
四
七
二
）
年
の
春
に
服
喪

の
為
に
帰
省
し
た
際
に
は
、
ま
だ
面
識
が
な
か
っ
た
。「
呉
文
定
原
博
未
第
時
、
已
有

能
詩
名
。
壬
辰
春
、
予
省
墓
湖
南
時
、
未
之
識
也
。
…
」（
銭
振
民
『
李
東
陽
年
譜
』

復
旦
大
学　

一
九
九
五
年
47
頁
、
及
び
『
懐
麓
堂
詩
話
』）。
李
東
陽
は
服
喪
の
帰
路
呉

県
を
経
て
い
る
。
そ
の
帰
省
の
際
に
各
地
で
詠
ん
だ
詩
は
「
南
行
稿
」
に
す
べ
て
収
め

ら
れ
「
全
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
蘇
州
で
東
荘
を
訪
れ
た
こ
と
を
示
す
詩
は
な

い
。（『
李
東
陽
年
譜
』
48
頁
、
及
び
『
懐
麓
堂
集
』
巻
91
）

18 　

劉
節
、
字
大
夏
。
李
東
陽
が
服
喪
で
帰
省
し
た
際
、
送
っ
た
友
人
と
し
て
「
京
中
友

人
劉
大
夏
。
…
」
と
筆
頭
に
挙
げ
、
文
集
中
に
も
親
し
い
交
流
が
多
く
記
さ
れ
る
。
李

士
実
は
『
国
朝
献
徴
録
』
巻
48
に
伝
が
あ
る
（
前
掲
『
李
東
陽
年
譜
』
48
頁
ほ
か
）。

19 　

陳
正
宏
『
沈
周
年
譜
』（
復
旦
大
学
出
版
社　

一
九
九
三
年
）
134
頁
。
沈
周
の
こ
の

時
期
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
基
づ
き
、
王
衛
平
主
編
『
沈
周
集
』
上
・
下
（
上

海
古
籍
出
版
社　

二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
し
確
認
し
た
。

20 　

呉
寛
の
こ
の
時
期
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
呉
寛
『
家
蔵
集
』
所
収
の
詩
文
に
基
づ

く
。
父
融
の
死
に
つ
い
て
は
前
掲
注
12
「
墓
志
」、
兄
に
つ
い
て
は
同
巻
63
「
亡
兄
処

士
墓
誌
」
に
拠
る
。

21　

前
掲
注
19
『
沈
周
年
譜
』
134
頁
。

22　

同
前
『
沈
周
年
譜
』
135
頁
。
ま
た
呉
寛
『
家
蔵
集
』
巻
70
「
隆
池
阡
表
」。

23 　

田
洪
・
田
琳
編
『
沈
周
絵
画
作
品
編
年
図
録
』（
天
津
人
民
美
術
出
版
社　

二
〇
一

二
年
）
上
75
頁
。『
寓
意
録
』
巻
３
、『
大
観
録
』
巻
20
著
録
の
「
雨
夜
止
宿
図
」
の
跋

に
拠
る
。
そ
の
時
、
呉
寛
の
弟
呉
宣
も
同
席
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

24 　

前
掲
注
19
『
沈
周
年
譜
』
140
頁
。『
故
宮
歴
代
法
書
選
集
』
第
10
册
「
林
逋
手
札
二

帖
」
の
呉
寛
跋
に
拠
る
。
ま
た
『
家
蔵
集
』
巻
５
に
「
過
沈
啓
南
有
竹
別
業
」（
是
日

閲
李
成
画
又
観
商
乙
父
尊
下
有
銘
）、「
与
啓
南
游
虞
山
三
首
」
詩
が
載
る
が
年
紀
が
な

い
。

25 　

同
前
『
沈
周
年
譜
』
149
頁
。『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
画　

巻
25
に
著
録
の
「
沈
周
、

送
呉
文
定
公
行
図
并
題
巻
」
他
。
ま
た
呉
寛
『
家
蔵
集
』
巻
57
「
己
亥
上
京
録
」
な
ど

に
拠
る
。

26 　

成
化
十
五
年
仲
春
に
蘇
州
を
訪
れ
た
程
敏
政
と
と
も
に
沈
周
、
李
応
禎
、
呉
寛
が
虎
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丘
に
遊
ん
だ
際
の
詩
に
拠
る
（『
沈
周
年
譜
』
147
頁
）。
ま
た
、
呉
寛
帰
京
後
の
同
年
五

月
に
も
李
応
禎
が
顔
昌
と
と
も
に
沈
周
宅
を
訪
れ
て
い
る
（『
沈
周
年
譜
』
152
頁
）。

27　

呉
寛
の
仕
官
後
の
帰
郷
期
間
に
つ
い
て
は
、
坂
元
前
掲
（
注
12
）
56
頁
参
照
。

28 　

文
徴
明
「
過
呉
文
定
公
東
荘
」
詩
に
「
相
君
不
見
歳
頻
更
、
落
日
平
泉
自
愴
情
、
径

草
都
迷
新
轍
迹
、
園
翁
能
識
老
門
生
、
空
余
列
榭
依
流
水
、
独
上
寒
原
眺
古
城
、
匝
地

緑
陰
三
十
畝
、
游
人
帰
去
乱
禽
鳴
」（「『
甫
田
集
』
巻
５
）
と
あ
る
。
ま
た
、「
遊
呉
氏

東
荘
題
贈
嗣
業
」（
呉
氏
の
東
荘
を
訪
れ
、
そ
の
後
継
者
に
詩
を
題
し
て
贈
っ
た
）
に

「
渺
然
城
郭
見
江
郷
、
十
里
清
蔭
護
草
堂
、
知
楽
漫
追
池
上
跡
、
振
衣
還
上
竹
辺
岡
（
中

有
知
樂
亭
振
衣
岡
）。
東
郊
春
色
初
啼
鳥
、
前
輩
風
流
幾
夕
陽
、
有
約
明
朝
汎
新
水
、

菱
濠
堪
著
野
人
航
」（『
文
氏
五
家
集
』
巻
６
）

　

 　

そ
の
後
、
王
世
貞
（
一
五
二
六
―
一
五
九
〇
）
が
、
友
人
徐
廷
祼
の
園
林
を
訪
れ
た

際
の
「
游
呉
城
徐
少
参
園
記
」
に
は
「
…
友
人
徐
少
参
廷
祼
、
治
十
年
矣
。
或
曰
故
呉

文
定
公
東
荘
、
後
人
蕪
而
它
属
焉
…
」
と
い
う
。（『
弇
州
四
部
稿
続
稿
』　

巻
64
所
載
）

29 　

張
丑
『
清
河
書
画
舫
』
巻
12
上
に
著
録
。
ま
た
王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』
巻
138
に
言

及
。

30 　

十
三
景
は
画
册
の
幅
数
と
し
て
不
自
然
で
あ
り
、
数
幅
が
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

31 　

前
掲
注
29
『
清
河
書
画
舫
』『
弇
州
四
部
稿
』
に
「
十
三
幅
、
各
幅
作
一
体
」

32 　

呉
寛
に
よ
る
呉
融
の
肖
像
の
奉
納
の
祝
文
「
東
荘
奉
安
先
考
画
象
祝
文
」
に
「
維
成

化
十
三
年
歳
次
丁
酉
（
一
四
七
七
）
十
二
月
某
日
、
孤
子
寛
、
謹
以
牲
醴
之
儀
、
敢
昭

告
於
顯
考
修
撰
府
君
、
東
城
之
下
先
世
所
基
、
嗟
嗟
府
君
実
生
於
斯
、
迨
長
西
徙
門

戸
、
独
持
每
念
旧
業
、
東
望
興
悲
、
乃
修
乃
復
…
」
と
あ
る
（『
家
蔵
集
』
巻
56
）。

33 　
『
姑
蘇
志
』
巻
32
所
引
（『
家
蔵
集
』
巻
28
に
も
所
載
）
の
呉
寛
詩
に
「
爾
（
呉
奕
）

の
父
西
庵
、
扁
は
拙
修
、
…
」
と
い
う
。
ま
た
、『
家
蔵
集
』
巻
53
所
載
の
「
故
中
書

舍
人
の
王
允
逹
が
呉
寛
の
亡
弟
宣
、
字
原
暉
の
為
に
書
し
た
『
拙
修
庵
記
』
の
後
跋
」

（
右
拙
修
菴
記
一
篇
、
故
中
書
舍
人
王
君
允
逹
為
亡
弟
原
暉
作
者
）
中
で
も
、「
庵
は
東

荘
続
古
堂
の
後
ろ
西
に
あ
っ
て
、
扁
額
の
『
拙
修
』
と
い
う
の
は
、
東
坡
先
生
が
陶
淵

明
詩
に
和
し
た
詩
か
ら
取
っ
た
」
と
記
す
。

34 　

そ
の
後
の
東
荘
に
つ
い
て
は
、
注
28
参
照
。

35 　

文
林
「
南
京
太
僕
寺
少
卿
李
公
墓
誌
銘
」（『
文
温
州
集
』
巻
12
）
前
掲
（
注
19
）『
沈

周
年
譜
』
174
頁
所
引
。

36 　

前
掲
注
19
『
沈
周
年
譜
』
174
頁
。
送
別
詩
「
送
李
貞
伯
服
闋
還
朝
」
は
、
同
『
沈
周

集
』
上
、
138
頁
に
も
所
載
。

＜

作
品
デ
ー
タ
・
挿
図
引
用
先＞

沈
周
「
東
荘
図
」
册　

 

全
二
十
一
幅　

李
応
禎
篆
書
対
題　

紙
本
墨
画
着
色
（
画
）
23.8
×

33
㎝　

南
京
博
物
院

挿
図
出
典　

 （
図
１
、
７
、
８
、
９
、
10
）C

hina 5,000 Years

：Inovation and 

Transform
ation in the Art, N

ew
 York: G

uggenheim
 M

useum
 Press, 

1997.

杜
瓊
「
南
村
別
墅
図
」
册　

全
十
幅　

紙
本
墨
画
着
色　

33.8
×
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